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１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者名

株式会社UACJ金属加工　広島工場

工場長　村上　正至

（２）所在地

広島工場　　　　広島県安芸高田市高宮町佐々部１３６８－１
広島第二工場   広島県安芸高田市川根１４９９－１

（３）環境管理責任者および環境事務局

環境管理責任者 ：工場長　村上　正至

環境事務局 ：業務グループ　田中　和博

連絡先 ： Tel ；０８２６－５７－１２８４

Fax ；０８２６－５７－１１３８

（４）事業内容

自動車部品・船舶精密機器・農機具部品の製造

（５）事業所概要

創業年月 ：  １９８０年８月１日

従業員数 ： ８６名 （２０２３年３月３１日現在）

敷地面積 ： 広島工場 　　　１４，１７６㎡

広島第二工場　　２，２０２㎡

（６）事業年度 ： ４月～翌年３月

２．認証･登録範囲及び環境経営レポートの対象期間､発行日

（１）認証･登録範囲

対象事業所：広島工場、広島第二工場

事業活動 ：自動車部品・船舶精密機器・農機具部品の製造

（２）環境経営レポートの対象期間、発行日

対象期間 ：２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日

発行日 ：２０２３年５月３１日
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３．環境経営方針・重点環境管理項目

工場長　村上　正至

制定日：2018年4月1日

・ 法令の遵守

株式会社UACJ金属加工　広島工場

株式会社UACJ金属加工　広島工場は、自動車産業及び一般産業向け各種

製品の製造および工場運営を通じて、地域社会と共存しながら、環境経営

システムの継続的改善を図りつつ、地球環境保全へ貢献する活動を推進し

ます。

改定日：2023年4月1日

・ 製品素材屑のﾘｻｲｸﾙ化推進

環 境 経 営 方 針

理　　念

重点環境管理項目

・ 化学物質の適正管理　　～管理化学物質の削減～

・ 環境重大事故の撲滅

・ 地球温暖化対策の推進　　～エネルギーの削減～

・ 循環型社会の構築への貢献　　～産業廃棄物の削減～
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２０２３年４月１日

環境事務局

 ・環境負荷データの集計等
 ・環境関連法規制の遵守状況のチェック
 ・文書・記録の管理
 ・環境経営レポートの作成

部門長

 
 ・自部門の環境経営システムの確実な運用
 ・自部門の問題点把握と是正処置の実施
 ・自部門の従業員への教育訓練

従業員  ・自らの役割の認識とエコアクション２１活動の推進

環境管理責任者
 ・環境経営システムの確立と確実な実施及び維持
 ・環境経営目標・環境経営計画の作成及び進捗管理
 ・代表者の見直しに必要な情報の提供

4.　2023年度 環境管理実施体制

役割、責任及び権限区分

代表者

 ・環境経営方針の制定
 ・環境経営システムの実施に必要な経営資源の手当
 ・環境管理責任者の任命
 ・環境経営システムの定期的な見直し

代表者 兼

環境管理責任者

工場長 村上
環境事務局

田中（業務G）

製造Gr長

石丸

（75名）

技術Gr長

山中

（5名）

品質保証Gr長

山中（4名）

業務Gr長

村上（2名）

取締役社長

経営企画

本部
営業本部 生産本部

仙台工場
（74名）

EA21認証

成田工場
（120名）

EA21認証

恵那工場
（110名）

ISO14001

認証

滋賀工場
（200名）

ISO14001

認証

広島工場
（広島工場、広島第二工場）86名

エコアクション２１認証範囲

ＨＲ本部

部門長 部門長 部門長 部門長

従業員 従業員 従業員従業員
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設定日 ： ２０２２年４月１５日

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

年間目標 年間目標 年間目標

事故･緊急事態ゼロ(件) 0 0 0 

ＣＯ２排出総量目標

（㎏-ＣＯ２/年）

電力使用量の削減

（kWh/年）

ガソリン使用量の削減

（L/年）

軽油使用量の削減

（L/年）

灯油使用量の削減

（L/年）

LPGガス使用量の削減

（Kg/年）

一般廃棄物排出総量目標

（kg /年）

産業廃棄物排出総量目標

（kg /年）

水使用総量目標

（㎥ /年）

化学物質使用総量目標

（㎏ /年）

環境に適した製品の販売への寄与

※ 対前年度比 1.0% 削減

５．環境経営目標

（１） 中期環境経営目標　および ２０２２年度環境経営目標

中期環境経営目標

437,147 432,776 428,448 424,164 

２０２１年度

基準年(実績)

0 

717,888 710,709 703,602 696,566 

2,839 2,811 2,783 2,755 

812 804 796 788 

3,570 3,534 3,499 3,464 

20,387 20,183 19,981 19,781 

17,150 16,979 16,809 16,641 

37,731 37,354 36,980 36,610 

-

1,214 

876 867 858 849 

1,250 1,238 1,226 

- - -
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評価日 ： ２０２３年５月１３日

２０２２年度 ２０２２年度

目標 実績

事故･緊急事態ゼロ(件) 0 0 

【具体的施策評価】 ・ 事故、災害時対応訓練の実施

・ 緊急時対応手順の整備

・ 薬品倉庫の転倒防止対策

ＣＯ２排出総量目標

（㎏-ＣＯ２/年）

電力使用量の削減

（kWh/年）

【具体的施策評価】 ・ 設備定期点検による突発故障ゼロ

・ 安定した生産ライン確保による設備の連続稼働

・ 室内温度の適正管理（20℃～28℃）

ガソリン使用量の削減

（L/年）

【具体的施策評価】 ・ エコドライブの励行

・ 出張時の公共交通機関利用

軽油使用量の削減

（L/年）

【具体的施策評価】 ・ エコドライブの励行

・ 下期、フォークリフトをバッテリー車へ切り替え準備中

灯油使用量の削減

（L/年）

【具体的施策評価】 ・ ストーブの使用を3月迄とし､4月から禁止とした。

・　エアコン設備導入（広島工場2職場、第二工場全職場）エアコン設備導入（広島工場2職場、第二工場全職場）

LPGガス使用量の削減

（ｋｇ/年）

【具体的施策評価】 ・ 設備定期点検による突発故障ゼロ

・ 安定した生産ライン確保による設備の連続稼働

電力CO2排出係数（2021年度実績調整後） テプコカスタマーサービス(株) kg-CO2/kWh

中国電力(株) kg-CO2/kWh

○ ： 目標を達成

△ ： 目標を１００％未満、９０％以上 達成

× ： 目標を未達

○

６．環境経営目標及び環境経営計画の実績

評価

○
○

２０２２年度 環境経営目標

区分

○

○

432,776 768,239 ×

710,709 1,226,607 ×
○

○

2,811 5,150 ×
○

○

804 1,056 ×
○

△

3,534 2,908 ○

評価基準

0.545

○

○

20,183 21,435 ×
○

○
0.558
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２０２２年度 ２０２２年度

目標 実績

一般廃棄物排出総量目標

（kg）

産業廃棄物排出総量目標

（kg）

【具体的施策評価】 ・ 産廃置場のレイアウト変更､表示見直しによる分別強化

・ 産廃置場の定期パトロールによる分別推進

・ 梱包資材（木製パレット）の削減・返却

・ 工場２Ｓ活動による廃棄物の増加

水使用総量目標

（ｍ３）

【具体的施策評価】 ・ 地下水（山水）利用による水道水量の削減

・ 節水表示等による啓発活動

化学物質使用総量目標

（㎏）

【具体的施策評価】 ・ 不要な塗料、化学薬品の処分

・ 入出庫表の整備

○ ： 目標を達成

△ ： 目標を１００％未満、９０％以上 達成

× ： 目標を未達

Ｐ．８

評価

1,476 ×

16,979 23,098 ×

37,354 55,920 ×

区分

２０２２年度 環境経営目標

○

○

評価基準

○

○

867 1,165 ×

○

○

○

×

1,238 



設定日 ： ２０２３年５月１３日

環境経営目標 2022年度実績 年度毎目標・達成手段

（基準年度） 2023年度

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減 768239kg-CO₂ 760557kg-CO₂ (前年度より1%削減)

下記の各項による

1) 電力使用量の削減 1226607kWh 1214341kWh(前年度より1%削減)

・設備定期点検による突発故障ゼロ

・室内温度の適正管理（20～28℃）

・照明器具LED化

・屋根遮熱工事による冷房電力の削減

2) ガソリン使用量の削減 5150L/年 5099/ L(前年度より1%削減)

（自動車等燃料） ・エコドライブの遂行

・出張時の公共交通機関利用

・自社引取り便変更検討

3)軽油使用量の削減 1056L 1045L(前年度より1%削減)

（フォークリフト燃料） ・電動リフト使用優先

・荷姿検討による、フォークリフト使用削減

4)灯油使用量の削減 2908L 2879L(前年度より1%削減)

（暖房用） ・残業時間の抑制

・冷感対策（ﾗｲﾝの間仕切り設置）

・灯油ｽﾄｰﾌﾞ⇒電気ｽﾄｰﾌﾞ変更

5)LPG使用量の削減 21435Kg 21221Kg(前年度より1%削減)

・不具合品の削減

・昼休憩ｶﾞｽ炉停止継続

Ⅱ．廃棄物発生量の削減

1) 一般廃棄物の削減 23098kg 22867kg (前年度より1%削減)

・物流荷姿見直し（ﾘｻｲｸﾙ化検討）

（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ増加対策）

・分別強化と家庭ゴミ持ち帰り徹底

・両面コピー､裏紙利用による削減

2)産業廃棄物の削減 55920kg 55361kg (前年度より1%削減)

・表示見直しによる分別強化

・定期パトロールによる分別推進

・パレット､緩衝材等の返却

・荷姿変更（ﾋﾞﾆｰﾙﾚｽ推進）

Ⅲ．水道水使用量の削減 1476㎥ 1461㎥ (前年度より1%削減)

・節水表示等による啓蒙活動

Ⅳ．化学物質使用量の削減 1165kg 1153kg 　(前年度より1%削減)

・入出庫票の整備による管理

・購入方法の見直しによる削減

・塗料調合量の少量化

Ⅴ．製品への環境配慮 － －

環境に適した製品の販売の提供 ・自動車関連への製品提供

（注）２０２２年度から広島第二工場が本格稼動したため、２０２３年度以降（２０２３年度～２０２５年度）の
目標値は２０２２年度を基準年（基準値）として設定した。

７．次年度の環境経営目標及び環境経営計画
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟などの有無

順法確認日 ： ２０２３年５月１０日

名称 条項 遵守事項 評価

騒音規制法 第６条 特定施設の設置･変更届出 －
騒音規制法 第６条 （地域指定されておらず適用除外）

振動規制法 第６条 特定施設の設置･変更届出 －
（地域指定されておらず適用除外）

消防法 第１０条 遵守

浄化槽法 第７条・第１１条 保守点検実施､水質分析 遵守

水質汚濁防止法 第５条 特定施設の設置･変更届出 遵守

第１４条の２ 遵守

土壌汚染対策防止法 有害物質使用施設に係わる土地調査 遵守

大気汚染防止法 特定施設の設置･変更届出 －
（法令規定以下のため適用除外）

省エネ法 第１９条 全エネルギー使用量合計1500KL/年以上届出 遵守
（全事業所合計で対象となるため本社にて届出）

温対法 第１１７条 ガス種類毎の排出量合計3000t/年以上届出 遵守
（全事業所合計で対象となるため本社にて届出）

廃棄物処理法 第３条 廃棄物の適正処理（契約書・許可証） 遵守

第１２条の３ 電子マニフェスト交付･運用・保管 遵守

PRTR法 第４条・第５条 遵守

毒物劇物取締法 第７条 取扱い主任者の選任 遵守

第１１条、第１２条 施錠できる適切な保管庫に保管、表示 遵守

フロン排出抑制法 第１６条 簡易点検3ヶ月以内に4回/年 遵守
廃棄時の管理票３年保管 遵守

２０２３年５月１０日環境関連法規の遵法状況に違反のないことと遵法の継続を確認しました。

・ 過去３年間で、関係当局からの違反などの指摘はありませんでした。

・ 過去３年間で、近隣住民からの環境苦情、環境トラブルはありませんでした。

（１）法令遵守状況

指定数量以上の危険物を貯蔵場所以外
で、貯蔵､取り扱わない

事故時の応急処置と行政への処置概要報
告

第１種指定化学物質取扱量１ton/年以上の
場合、報告

（２）環境トラブル、苦情など
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（１）取組みの対象組織・活動の明確化

　    エコアクション２１の環境活動を活かし､活動計画に沿って実行できました。

（２）代表者による経営における課題とチャンスの明確化

　    社会情勢などの工場を取り巻く環境変化に敏速に対応できる対応力が課題です。

      自動車関係では軽量化ニーズによるアルミニウム製品新規受注対応やサンルーフ部品の布タイプ化が上げられます。

      また船舶関連部品ではレーダーアンテナを手がけており、ニッチな製品を生産しています。

      製造面では生産変動に対応できる体制強化とそれに伴う品質面の安定化が課題です。

　　　設備の自動化など誰でも安定して生産できる仕組みの構築を進めています。

（３）環境経営方針の策定

　　　環境経営方針を一部改訂しました。今後ともUACJグループの環境経営方針と連動し、全年度の問題点・課題を広島工場独自の活動に

　　　折り込み、精力的に活動に取り組んで下さい。

（４）環境への負荷と環境への取組み状況の把握及び評価

　　　重大な環境災害の発生は無く、リスク軽減の模擬訓練も計画通り実施できました。

　　【CO2排出量の削減】

　　　本年度はコロナウイルスが5類感染症への移行もあり徐々に受注が回復した。また昨年度よりは新規製品の受注が決まり、

　　　スペース確保目的で社屋（第二工場）を借りて操業移管を行いました。新製品開発により、『大型設備の導入、

　　　建屋内の空調整備』を実施した為、職場環境は空調整備で改善しましたが、電力使用量は増加しました。

　　　LPGは昼休憩時にガス炉の停止や仕事量に応じ計画停止を行うなどしたが、受注増加により使用量が増加しました。

　　　ガソリンは、出張抑止のＷＥＢ会議などは継続しましたが、客先及び第二工場への車輌移動により、増加しました。

　　　軽油はリフトのバッテリー車を導入するも使用頻度により増加、灯油は空調整備効果で大きく減少しました。

　　　今後も従業員全員が省エネ意識を持ち、活動目標達成に向け努力下さい。

　　　『円安や原油高騰』により、エネルギーの削減が急務であり、高い目標を掲げ、取り組みようにして下さい。

　　【産業廃棄物排出量の削減】

　　　紙類はペーパーレスの効果で改善が見られたが、材料納入時でのキズ防止対策による紙類が増加しました。

　　　ダンボール関係は購入部品の荷姿を再検証しできる物より通い容器にするなど検討下さい。

　　　廃プラの増加は、サンルーフの布処理が課題です。処分量を削減する検討を下さい。

　　　職場ではゴミの分別が的確に行われる仕組み・教育を実施下さい。

　　【水使用量の削減】

　　　第二工場の操業、受注増加により使用量が増加しました。今後も使用量の監視を実行し、従業員の皆さんに節水の

　　　協力要請を行って下さい。

　　【化学物質使用量の削減】

　　　受注量増加により使用量が増加しました。調合量を細分化して使用量を削減して下さい。

（５）環境関連法規の取りまとめ

　　　法令で決められている届出や点検等は年間計画の見える化し、確実にできる仕組みが必要です。

　　　計画進捗を確認しフォローして下さい。

（６）環境経営目標及び環境経営計画の策定

　　　広島第二工場の本格稼動に伴い、２０２３年度以降の目標値は２０２２年度を基準年（基準値）として設定します。

　　　今後とも活動を促進させる手段があれば計画の見直しを行い実態を踏まえた計画に変更しましょう。

（７）実施体制の構築

　　　実施体制はこれまでどおりの体制で運用します。全従業員が連携を取り、環境改善活動を活性化しましょう。

（８）教育・訓練の実施

　　　計画した人材スキル教育を繰り返し実行し、個々のレベルアップを図りましょう。

（９）環境コミュニケーションの実施

　　　外部からの苦情や通報はありませんでした。

（１０）実施及び運用

　　　環境活動で必要な手順書類は、随時適宜見直し・追記して下さい。

（１１）環境上の緊急事態への準備および対応

　　【事故・緊急事態ゼロ】

　　　事故・緊急事態は施設や設備および倉庫の定期点検、漏洩対策等により発生していません。

　　　油脂類や薬品（化学物質）の種類削減、購入量少量化などの改善を図り、管理面の整備をし、管理の徹底を図って下さい。

　　　また、雨水系統の排水は河川へ直接放水する系統となっている為、雨水系統（側溝）への油等が流入した場合（事故）に備え、

　　　流入防止対策および事故対応訓練は計画的、且つ定期的に実施し必要に応じて手順等の見直しを行って下さい。

（１２）文章類の作成・管理

　　　エコアクション要求事項および各手順書は台帳管理し適切な保管を行って下さい。

（１３）取組み状況の確認・評価ならびに問題の是正および予防

　　　使用量、廃棄物排出量など、各担当者がPCへ適宜入力し実績値が誰でも閲覧でき、評価のスピードUPが必要です。

（１４）代表者による全体の評価と見直し・指示

　　　2023年度は、ポリエステル製布地の廃棄物増加しており、廃プラの減少を目指しリサイクルを含めた改善を実施して下さい。

　　　また、不良品減少（歩留り向上）が必須であり、工程内不良の０化を目指し改善活動に期待しております。

　　　働き易い職場環境を検討し暑熱冷感対策によるエネルギー増加を抑制する改善の検討をして下さい。

　実施日　：　２０２３年６月１日

　　　　　　　　　　　　　以上
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